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空港工事技術者の資格と教育について

（一財）港湾空港総合技術センター 島田 伊浩

平成25年 12月11日

第31回 建設マネジメント問題に関する研究発表・討論会

本日の構成

1. 継続教育の必要性や問題点

2. 総合評価落札方式での加点

3. 空港資格者の目的と構成

4. 空港資格者の継続教育

5. 認定者の役割

6. 課題と対応
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1-1.継続教育の必要性

• 最新な能力を維持し更に一層の向上に
努める必要性
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1-2.継続教育の問題点
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• ほとんどの技術者が講習会に頼る

• 「ペーパー技術者」の増加

• 地方、離島など講習会が無い

• 会社での研修は形式化されていないか

• あるべき姿は、現場での教育
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2-1.総合評価落札方式での加点

総合評価落札方式

入札価格

技術評価点

評価値＝
価 格

技術評価点

資格の所有
による得点

落札者

コスト高

Ａ

Ｂ

●：資格の保有者

●：資格なしの者

2-2. 加点によるメリット
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• 講習会の受講、手当アップ

• 優良な技術者 • 工事の受注

工事の発注者

建設会社資格所有者
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2-3.優位性について検証方法
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3-1. 日本の空港数

Sum total：98
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●会社管理空港：４
●国管理空港、

特定地方管理空港：２４
●地方管理空港：５４
●共用空港：８
●その他空港：７
合 計：９７
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3-2. 資格の目的

空港工事は、航空機の安全な運航への
影響があり、ひとたび事故等が発生した
場合の社会的損失に関するリスクも極め
て大きいため、十分な経験と専門知識の
もとに工事を進める必要がある。

8空港のエキスパートが必要

3-3.資格の位置付け

• ライセンスではなくクオリフィケーション
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• 専門性の高い分野に特化すること

• 継続学習で教育していくこと

• ライセンス：医師免許、施工管理技士

• クオリフィケーション：TOEIC、英検
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3-4.資格者の年齢構成
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3-5.資格者の県別人数
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4-1.空港での教育単位
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認定項目 期 間 ポイント 

a.空港工事の実

務経験 

3ヶ月以上 60 

3ヶ月未満 30 

b.施工技術に関する報告書の提出 20 

c.「空港工事施工技術報告集」への掲載 20 

d.「施工技術報告会」での発表 30 

e. 施工技術の報告 20 

f.技術論文の掲載 30 

g.講習会等への参加 10 

 
200ポイントで資格の更新（５年間）

4-2.技術の伝承

施工技術の報告書

新規性や学術的内容やオリジナリティを求めな
い。
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5.認定者の役割

① 技術的な情報の収集・提供
技術的な情報について収集し、有効な情報を資格者に発信し

ていく必要がある。
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② 継続教育の記録及び管理
この資格の質を維持するため継続教育の管理が必要である。

③ 資格の普及PR等
資格に関する情報を普及PRすることにより、国民からの支援

を得る必要がある。

6.課題と対応

① 工事量の減少
工事量が減少する中で、専門分野の技術力の維持について、

対応していく必要がある。
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② 講習会の開催
この資格者の技術を維持するため講習会等の開催する必要が

ある。

③ 技術の伝承
報告書のデータベース化等により、利用者の支援を後押しす

る全体システム構築が必要となる。
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ご清聴ありがとうございました


